三叉神経節における顎関節機会受容ニューロンに関する生理学的研究 by 高藤 康雄
三叉神経節における顎関節機会受容ニューロンに関
する生理学的研究
著者 高藤 康雄
号 34
学位授与番号 504
URL http://hdl.handle.net/10097/42256
たかふじやすお
氏　名(本籍) :高　藤　康　夫(愛知県)
学位の種類:博　　　士　(歯　　学)　　学位記番号:歯　博　第　5　0　4　号
学位授与年月日:平成21年　3　月25日　　　学位授与の要件:学位規則第4条第1項該当
研究科･専攻:東北大学大学院歯学研究科(博士課程)歯科学専攻
学位論文題目:三叉神経節における顎関節機械受容ニューロンに関する生理学的研究
論文審査委員: (主査)教授　菊　池　雅　彦
教授　林　　　治　秀　　教授　若　森　　　実
論　文　内　容　要　旨
【目的】顎関節磯械受容ニューロン(顎関節ニューロン)は,下顎の位置および運動に関する感覚情報を中枢
へ送っていると考えられている｡しかし,顎関節ニューロンの応答様式に関する報告は少なく,その詳細な反
応様式について良く分かっていない｡そこで,本研究では,三叉神経節における顎関節ニューロンの生理的応
答特性や阻噂様運動時の応答性を調べ,顎関節ニューロンの阻噂運動における下顎運動調節機構解明の一助と
することを目的とした｡
【方法】ウレタン･グロラロースにて麻酔した雌性ウサギ(日本白色種) 86匹を用いたoまず,遊離した左側
下顎頭をポリエチレンロッドもしくは機械刺激装置にて他動的に運動させ,その時の顎関節ニューロンの活動
様式(順応性,方向特異性や発火頻度)を記録し,下顎頭の変位量･変位速度との関係について検索した｡次
に,顎関節包の直接機械刺激により顎関節ユニットを同定後,大脳皮質阻境野の連続電気刺激により誘発され
た阻噛様運動時の顎関節ニューロンの活動様式についても検察した｡顎関節ニューロンの応答は金属微小電極
にて三叉神経節より記録した｡
【結果】三叉神経節より244個の顎関節ユニットを記録した｡顎関節ユニットは,三叉神経節では,上顎神経
細胞体領域に近接した下顎神経細胞体額域の吻側から尾側にかけて帯状に記録され　背側約1 / 2の深さに局
在していた｡記録した顎関節ユニットの98%が遅順応性ユニットであり,そのうちの66%が自発性放電を伴っ
ていた｡また,下顎頭の前方および下方への運動に応答するユニットが多く,機械刺激装置による下顎運動時
には,下顎頭の変位量および運動速度の増加に伴い発火頻度が増加した｡下顎頭の変位量および運動速度と発
火頻度の関係にStevensの法則を適用した結果,変位量成分のStevensのベキ指数が運動速度成分より有意
に大きい値を示した｡一方,阻噂様運動の開口相では開口量の増大に伴い発火頻度が増加し,閉口相ではその
活動量は無刺激時の発火レベルにまで速やかに減少し,下顎の位置に関わらずほぼ一定の値を示した｡
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【結論】三叉神経節に存在する顎関節ニューロンは,大多数が下顎頭の前下方への運動に遅順応性の応答を示
し,下顎の変位量,運動速度に関する情報を感知していると考えられる｡さらに,そのニューロンの大部分が,
下顎頭の変位量を運動速度より多く感覚情報として符号化していることが明らかになった｡一方,阻噂運動時
には,顎関節ニューロンは主として開口時に下顎の感覚情報を中枢に伝えていることが解明された｡以上より,
顎関節ニューロンにより伝達される感覚情報は,主に開口時において下顎運動調節機構に重要な役割を担って
いることが示唆された｡
審　査　結　果　要　旨
顎関節に存在する機械受容器は,下顎の位置および運動に関する感覚情報を中枢へ送っていると考えられて
いる｡しかし,顎関節機械受容ニューロン(顎関節ニューロン)の応答様式に関する報告は少なく,その詳細
について充分解明されていない｡また,阻噂運動などの生理的運動時における顎関節ニューロンの応答につい
ては報告されていない｡これらの解明は,顎関節ニューロンの下顎運動調節機構における役割を知る上でも極
めて重要な研究課題である｡したがって,顎関節ニューロンの生理的応答特性や阻噂様運動時の応答性につい
て検索した本論文の意義は高く,学位論文のテーマとしてふさわしい｡
本研究では,ウサギ三叉神経節より金属微小電極を用いて顎関節ニューロンの応答を記録している｡具体的
には,まず,遊離した下顎頭をポリエチレンロッドもしくは機械刺激装置にて他動的に運動させ,その時の顎
関節ニューロンの応答特性を記録し,下顎頭の変位量･変位速度との関係について検索している｡さらに,大
脳皮質阻境野の連続電気刺激により誘発された阻噛様運動時の顎関節ニューロンの活動様式について検索して
いる｡本研究の結果,以下に示す知見が得られた｡ ①顎関節ニューロンの細胞体は三叉神経節では,上顎神経
細胞体領域に近接した下顎神経細胞体領域の吻側から尾側にかけて帯状に記録され背側約1 / 2の深さに局
在する｡ ②記録した顎関節ユニットの98%が遅順応性ユニットであり,そのうちの66%が自発性放電を伴って
いる｡ ③下顎頭の前方および下方への運動に応答するユニットが多い｡ ④磯械刺激装置による下顎頭運動時に
は,下顎頭の変位量および運動速度の増加に伴い発火頻度が増加する｡ ⑤変位量成分のStevensのベキ指数
が運動速度成分のStevensのベキ指数より有意に大きい値を示す｡ ⑥阻噛様運動の開口相では開口量の増大
に伴い発火頻度が増加する｡一方,閉口相ではその活動量は無刺激時の発火レベルにまで速やかに減少し,下
顎の位置に関わらずはば一定となる｡
これらの結果より,三叉神経節に存在する顎関節ニューロンは,大多数が下顎頭の前下方への運動に遅順応
性に応答し,下顎の変位量,運動速度に関する情報を感知していること,そのニューロンの大部分が下顎頭の
変位量を運動速度より多く感覚情報として符号化していることを明らかにした｡さらに,阻噛運動時には,顎
関節ニューロンは主として開口時に下顎の感覚情報を中枢に伝えていることを解明した.以上より,顎関節ニ
ューロンにより伝達される感覚情報は,主に開口時における下顎運動調節機構に重要な役割を担っていると結
論づけた｡
本研究によって得られた結果は,歯学および歯科臨床の発展に大いに貢献するものである｡よって,本論部
は博士(歯学)の学位授与に値するものと判断する｡
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